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A: 潜在的2値パラメータ

[Baker, 2002]
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∑𝑗𝑗=13 exp( �𝜃𝜃2,𝑗𝑗)
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3.9

このパラメータで1をとる言語群では

ある特徴のある値と別の特徴のある
値を同時にとりやすい
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行列𝑍𝑍はインディアンビュッフェ過程
[Griffiths+, 2011] から生成
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Gibbsサンプリングによる推論
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3.9

• ナイーブな手法を用いると𝑊𝑊が現
実的な時間では収束しない

• Hamiltonian Monte Carlo [Neal, 2011]に

より効率的にブロック・サンプリ
ング可能
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局所的に正規化された
分布から生成

3.9

• パラメータそのものを定量評価するの
は難しい

• 既知の特徴の一部を隠して欠損値推定

• 正しく復元できたなら、データに潜む
規則性を捉えられていると言える

2

3



モデル 精度

最頻値 60.9%
多重対応分析の一種 [Josse+, 2012] 69.9%
提案手法 (𝑲𝑲𝟎𝟎 = 𝟓𝟓𝟎𝟎) 72.6%
提案手法 (𝑲𝑲𝟎𝟎 = 𝟏𝟏𝟎𝟎𝟎𝟎) 71.0%

13

欠損値推定結果

※予稿集から変更あり
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1
2
3

Q: 一部の表層的特徴には
系統的・地理的シグナルが見られるが、

潜在的2値パラメータはどうか?
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色が濃いほど
𝑧𝑧 = 0をとるサ
ンプルの割合が
大きい

ある2値パラメータの地理的分布
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Autologistic model [Yamauchi+, 2016]
による定量的分析



• 多値の表層的な類型論的特徴列から潜在的2
値パラメータ列を獲得するモデルを提案

• Hamiltonian Monte Carloを用いたブロックサ
ンプリングにより推論を実現

• 得られた2値パラメータ列はデータの規則性
を捉えている

• 一部の表層的特徴に見られる系統的・地理的
シグナルが、なぜか2値パラメータからは消
える傾向
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まとめ




